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1．はじめに 

 島根県随一の観光名所である出雲大社（いずもたいしゃ）※1。私達島根県民にとっては非常に身近な存

在であるため忘れがちではあるが、神在月（旧暦の 10月）には、全国八百万の神々が出雲大社に集まる

という全国でも特別な神社である。その歴史は古く、神話の舞台としてもたくさんの書物に出てきている

が、未だ多くの謎があり、今回はその謎について地質的な観点からも紐解いていこうと思う。 
 
2．出雲大社の歴史 

 まず、出雲大社の歴史について説明すると、出雲大社は神話にある「国譲り」の祭に創建された神社で

ある。「国譲り」をもの凄く簡単に説明すると、須佐之男命（すさのおのみこと）とその子孫達が築いた

出雲国を、天界（高天原（たかまがはら））から見ていた須佐之男命の姉である天照大御神（あまてらす

おおみかみ）が、「出雲の国がほしい」と言って、その当時、出雲国を統治していた大国主命（おおくに

ぬしのみこと）に何度も使者を送って出雲の国を譲るよう懇願した。最初は断っていた大国主命だが、度

重なる懇願に根負けして、「わかった出雲国を譲ろう。その代わり私のために大きな神殿を建ててほしい。」

と言って創建されたのが出雲大社の始まりである。 

 この話は単なる神話ではなく、実際にあった事象に基づいて、当時の大和政権が出雲国（出雲族）を統

治するために行った国家プロジェクトを物語としたのではないかとも言われている。 

 なお、この当時の出雲大社の呼称は杵築大社（きずきおおやしろ）であり、出雲大社と呼ばれるように

なったのは、1871 年（明治 4 年）に改称されてからである。杵築大社の名前の由来は、現在の出雲大社

所在地である「杵築」の地名に由来する説と、創建の際に神々が「大国主命のために大きな社を築こう」

と言った事が所以であるなど諸説ある。 

 
3．出雲大社の謎その①「下り参道」 

 通常、神社といえば山の中腹や高台にあり、上り坂の参道または平

な土地でフラットな参道が一般的である。だが出雲大社に参拝された

方はご存知だと思うが、出雲大社は正面入り口大鳥居のある勢溜（せ

いだまり）という場所が、一番標高が高く、そこから本殿に向かう参

道および正面の神門通りに向かって下り坂となっている。 

 このような参道を「下り参道（くだりさんどう）」と呼ぶが、これは

全国的にも非常に珍しく、全国に 10 社ほどしか存在しないと言われ

ている。ではなぜ、出雲大社という格式の高い神社でこのような珍し

い構造をしているのか。これには 2つの有力な説が存在する。 
 一つ目の説として、「神様を封印する意図が込められている」とい

う説である。この理由として第 2 章に記載した国譲りという事象が関

係してくる。先述のとおり国譲りとは本当にあった事象を神話として

語り継いでいる可能性があり、その中で出雲国と大和朝廷の対立によ

り、最終的に出雲国が敗北した。古来より神様は高い場所に祀るのが

常識とされているが、ここでは敗北した神様を封印する意味を込めて

低い位置に本殿を建立したという説がある。 

写真-1 勢溜 

写真-2 下り参道 



 
 二つ目の説として、「神様に敬意を払うため」という説がある。これは下り参道を歩くことで、自然と

頭が下がり、神様に対して頭を垂れる姿勢になるという説がある。 
 いずれの説も確たる証拠はなく、あくまで仮説の範疇と

なる。ここに地質的な視点を踏まえて考えてみる。出雲大社

周囲の地質を調べてみると、稲佐の浜から浜山（現在の浜山

運動公園がある山）までの範囲（資料-1 枠内）の地質は、

海岸砂丘堆積物（資料-2 枠内）となっている。つまり出雲

大社周辺の小高い丘地形は砂丘という事になる。 
 現在の出雲大社周辺の様子からは想像しにくいが、昔の

この辺りの地形は、稲佐の浜がある大社湾からの風により、

砂が飛ばされ丘を形成し砂丘だった。さらに詳しく見てみ

ると、正面入り口大鳥居のある勢溜の位置は砂丘の上とな

っている。そして出雲大社本殿がある八雲山麓に向かって

一段下がる地形（資料-3）となっている。そのため地形によ

り必然的に下り参道という地形になったのだ。 
 

 ではなぜ、一般的に神様は高い位置に祀るとされているのに対して、出雲大社では本殿を低い位置に建

立したのか？それについては次章の内容も関連してくる。 
 
  

資料-1 出雲大社周辺地質: 地質 Navi より 

資料-2 出雲大社周辺地質: 地質 Navi より 

資料-3 出雲大社詳細地質: 地質 Navi より 

本殿位置 

勢溜位置 



4．出雲大社の謎その②「古代巨大神殿」 

 現在の出雲大社本殿は、1744 年（延享元年）に建てられた

もので、高さは 8 丈（約 24 メートル）であるが、平安時代

には倍の 16 丈（約 48 メートル）の高さがあったとされてい

る。しかしそれよりも昔の伝承では 32丈（約 96 メートル）

の巨大神殿（写真-3）であったとされている。 
 古事記が編纂されたのが 8 世紀はじめであり伝承されて

いるのはそれよりも昔であることから、そんな昔に 32 丈も

の神殿が建築するだけの技術があったのか、にわかに信じが

たい。そのため 32 丈という高さは、山に建てたものについ

て、その標高を述べたものではないかという意見もある。 
 しかし、平安時代にあったとされる神殿の高さ 16 丈につ

いては、それを裏付けるように 2000 年（平成 12 年）の出雲

大社改修に伴う事前調査において、現本殿正面の地下から杉

の大木 3 本を 1 組にして、直径約 3 メートルにもなる巨大な

柱の跡（写真-4）と思われる遺跡が 3 ヵ所発見された。巨大

神殿の設計図とされる「金輪御造営差図」（かなわのごぞう

えいさしず）と形状が酷似している事から、巨大神殿があっ

た証拠ともいわれている。柱の分析や出土品から 1248 年（宝

治 2 年）造営の本殿である可能性が高いと分析されている。 

 つまりこの時期には、この位置になんらかの巨大な建造粒

が存在していたという事は確かなようだ。ではなぜこの場所

なのか？記録に残っている平安中期から鎌倉時代の初めま

での約 200 年間の間に出雲大社は 7 度倒壊している。過去を

遡れば、おそらくさらに何度も倒壊していたのではないかと

思われる。倒壊の原因については、第 3 章で記載した通り出雲大社は周囲を砂地盤に囲まれている。その

ため、単純に基礎地盤の強度が足りなかったのではないかと思われる。それだけの巨大な建造物を建てる

ための強固な地盤を探して、何度も建立と倒壊を繰り返して行きついた場所が、現在の本殿の場所だった

のではないかと考える。もしかしたら最初は砂丘の上（現在の勢溜の位置）に本殿があり、それが標高と

合わせて 36 丈の高さがあったのかもしれない。 
 

5．出雲大社の謎その③「なぜ出雲大社は出雲に建立されたのか」 

 古代出雲国に住んでいたとされる出雲族の居住地は、現在の横田町などを中心とした奥出雲地方だっ

たとされている。これはたたら製鉄に代表されるように、古代出雲国では製鉄が盛んに行われていた事に

由来する。この事から、古代出雲国の中心は現在の出雲市ではなく奥出雲地方であったと思われる。 

 また、奥出雲と現在の出雲市を結ぶ中間位置にある三刀屋には、出雲大社の元宮と言われる「三屋神社

（みとやじんじゃ）」がある。「出雲国風土記」（733 年）飯石郡三屋郷の記事に、「所造天下大神（あめの

したつくらししおおかみ）の御門（みと）がある。だから、三刀矢という。」と三刀屋の地名の由来が書

かれている。ここに書いてある「所造天下大神」とは出雲大社の祭神である大国主命の別名である。 
 その他の伝承でも、「杵築大社（出雲大社）は、三屋神社から大国主の御神霊が遷座された。」という記

述があり、この事から、もともと三刀屋で出雲国を統治していた大国主命が国譲りを境に出雲大社へ移動

されたという事ではないかと考えられる。 

写真-3 古代巨大神殿模型: 古代出雲歴史博物館 HP より 

写真-4 出土した巨大柱跡: 古代出雲歴史博物館 HP より 



6．まとめ 

 奥出雲地方で行われていた、たたら製鉄により古代出雲国は大和朝廷からも一目置かれる存在となっ

ていた。その出雲国を現在の三刀屋で統治していたのが大国主命であり、現在の出雲市の大社湾は、もと

もと斐伊川を下り外海への貿易拠点※2であったとされている。 
そこへ大和朝廷からの指示で大国主命は三刀屋から現在の出雲市へと拠点を移す事となり、その際の

貿易の拠点となる大社湾のすぐ近くに神殿を建立しようと考えたのではないかと思われる。 
しかし当時の出雲地方は、そのほとんどが奥出雲地方のたたら製鉄の鉄穴流しによって斐伊川から流

れてきた海岸砂丘堆積物で構成されていた。大社湾からの風により砂丘が形成され、その砂丘の上に神殿

を建立しようとしたが、脆弱な地盤により何度も倒壊と建立を繰り返して、現在の出雲大社となったので

はないかと思われる。その名残で現在の下り参道という全国でも珍しい参道が生まれたのではないかと

考える。実際には、下り参道には「神様を封印する意図が込められている」「神様に敬意を払うため」な

どの意味合いも込められていたかもしれないが、本内容はあくまで現地地質および各伝承などからの考

察である。 
 
おわりに 

 出雲大社に関する謎については、まだ未発見の内容が多いため、今回の内容は、現地地質および各伝承

などで、諸説ある中から推測した考察が多く含まれる。今後の調査でこの考察を裏付けるような新たな発

見が出てくるかもしれない。この内容を機に多くの人が、何となく参拝するのではなく、出雲大社の歴史

についても興味を持って頂ければ幸いです。今回記載した以外にも出雲大社には、出雲大社本殿に祀られ

ている御神体（大国主命）は、本殿正面（南側）ではなく真横（西側）を向いているなど、未だ解明され

ていない謎が多くあり、それについての考察もまたの機会に行おうと思う。 
 なお、2025-2026 シーズンのスサノオマジックのホームゲームが行われる予定のカミアリーナは、第 3

章に記載した浜山運動公園にあるため、応援に行かれた際は是非とも出雲大社まで足を伸ばして、いつも

と違う視点から出雲大社に行ってみるとおもしろい発見があるかもしれません。 
 
※1 正式な呼び名は「いずもおおやしろ」。 

※2 航海技術が発達していなかった古代では、海流の速い瀬戸内海ではなく海上物流の中心は日本海側

であったとされている。 


